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沖
縄
県
知
事
選
挙

玉
城
デ
ニ
ー
氏
圧
勝

県
民
の
揺
る
が
ぬ
意
思
を
示
し
た
歴
史
的
勝
利

大
軍
拡
で
な
く 
９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

　

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古

の
米
軍
新
基
地
建
設
の
是

非
が
最
大
争
点
と
な
っ
た

沖
縄
県
知
事
選
が
11
日
投

開
票
さ
れ
、
新
基
地
断
念

を
訴
え
た
玉
城
デ
ニ
ー
知

事
が
約
34
万
票
を
獲
得
、

再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

新
基
地
推
進
を
掲
げ
、
岸

田
自
公
政
権
が
全
面
支
援

し
た
候
補
に
６
万
５
千
票

の
大
差
を
つ
け
る
圧
勝
で

し
た
。
２
０
１
４
年
の
翁

長
県
政
以
来
、
保
守
・
革

新
の
垣
根
を
こ
え
た
「
オ

ー
ル
沖
縄
」
が
３
連
勝
、

「
県
民
の
思
い
が
１
ミ
リ

も
ぶ
れ
て
い
な
い
結
果
」

（
デ
ニ
ー
氏
）を
明
確
に
示

し
ま
し
た
。

　

デ
ニ
ー
氏
が
経
済
の
再

生
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策

な
ど
を
重
視
し
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
沖
縄
を
つ

く
る
」
と
訴
え
た
こ
と
も

共
感
を
広
げ
ま
し
た
。

大
企
業
の
内
部
留
保

過
去
最
高 

４
８
４
兆
円

　
物
価
高
の
い
ま
賃
上
げ
に
活
用
を

　

財
務
省
が
９
月
１
日
に

発
表
し
た
２
０
２
１
年
度

の
法
人
企
業
統
計
調
査
で
、

資
本
金
10
億
円
以
上
の
大

企
業
の
内
部
留
保
が
過
去

【
う
ら
へ
続
く
】

　

沖
縄
県
知
事
選
、
現
職

の
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
再
選

（
11
日
）。「
３
連
勝
だ
っ

た
」「
辺
野
古
新
基
地
建
設

断
念
が
民
意
だ
」「
無
党
派

層
で
デ
ニ
ー
さ
ん
に
投
票

し
た
人
は
６
割
」「
岸
田
政

権
は
県
民
の
意
思
を
受
け

止
め
、
新
基
地
建
設
を
断

念
す
べ
き
だ
」「
県
議
補
選

も
オ
ー
ル
沖
縄
が
支
援
し

た
前
那
覇
市
議
の
上
原
快

佐
氏
が
初
当
選
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

統
一
協
会
と
自
民
党
の

癒
着
問
題
。「
８
日
に
調
査

結
果
が
発
表
さ
れ
た
以
降
、

追
加
や
修
正
す
る
議
員
が

相
次
い
で
い
る
」「
党
執
行

部
は
結
果
の
再
公
表
は
予

定
し
て
な
い
と
い
う
が
、

国
民
は
納
得
し
て
い
な
い
。

説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

科
学
基
礎
研
究
所
の
組
織

見
直
し
。「
５
つ
の
グ
ル
ー

プ
を
新
設
し
、
一
つ
は
廃

止
す
る
」「
長
年
取
り
組
ん

最
高
を
更
新
し
て
４
８
４

・
３
兆
円
（
22
年
３
月
末
）

に
な
り
ま
し
た
。
経
常
利

益
も
前
年
度
比
29
％
増
の

60
・
２
兆
円
と
過
去
最
高

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
大

企
業
は
円
安
の
恩
恵
を
受

け
、
輸
出
や
海
外
事
業
の

収
益
を
増
や
し
、
た
め
込

ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
労

働
者
、
国
民
は
２
度
の
消

費
税
増
税
、
コ
ロ
ナ
禍
と

物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い

て
実
質
賃
金
は
４
月
以
降

マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
ま

す
。
大
企
業
の
内
部
留
保

の
一
部
を
取
り
崩
す
だ
け

で
大
幅
な
賃
上
げ
は
可
能

で
す
。

　

共
産
党
の
志
位
委
員
長

は
、「
圧
倒
的
勝
利
を
大
き

な
喜
び
を
も
っ
て
歓
迎
し

ま
す
。
沖
縄
県
民
が
勝
ち

取
っ
た
歴
史
的
勝
利
で

す
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

岸
田
政
権
に
、「
今
回
の
結

果
を
、重
く
受
け
止
め
、辺

野
古
新
基
地
建
設
を
断
念

し
、
普
天
間
基
地
の
即
時

閉
鎖
・
撤
去
に
正
面
か
ら

と
り
く
む
」
こ
と
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

で
き
た
情
報
と
人
間
を
結

ぶ
基
礎
研
究
を
Ｉ
Ｗ
Ｏ
Ｎ

構
想
実
現
に
向
け
、
い
っ

そ
う
推
進
す
る
た
め
と
い

う
」「
10
月
１
日
実
施
。
ロ

ケ
、フ
ロ
ア
移
転
は
な
い
」
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６波７波の反省ふまえ
コロナ対策の体制強化を
  日本共産党
  田村智子政策委員長が会見

例
の
対
応
だ
。
総
務
省
は

利
用
者
へ
の
周
知
・
広
報

の
遅
れ
や
復
旧
対
応
な
ど

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
の
対
応
を
問
題

視
し
た
よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
13
日
、東
京
都
が
コ
ロ
ナ

感
染
者
全
数
把
握
の
見
直

し
を
決
め
た
」「
医
師
が
提

　

今
年
の
秋
、
冬
の
予
報
。

「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
続

く
影
響
で
残
暑
が
長
引
き
、

爽
や
か
な
秋
は
短
い
と
の

こ
と
」「
冬
の
訪
れ
は
早
く

11
月
に
は
木
枯
ら
し
吹
き
、

な
ど
深
刻
な
事
態
を
直
視

し
て
い
な
い
。
成
り
行
き

任
せ
を
続
け
た
こ
と
へ
の

反
省
も
な
い
」
と
批
判
し

ま
し
た
。

　

政
策
転
換
の
柱
で
あ
る

「
全
数
把
握
の
全
国
一
律

の
見
直
し
」
は
、「
症
状
が

軽
い
」
人
は
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
で
健
康
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
へ
の
登

録
と
な
り
、
医
療
を
受
け

な
く
て
い
い
と
す
る
仕
組

み
だ
と
指
摘
。
発
熱
外
来

を
ど
れ
く
ら
い
増
や
す
の

か
な
ど
、
医
療
体
制
強
化

の
具
体
策
は
検
討
も
さ
れ

て
い
な
い
と
厳
し
く
批
判

し
ま
し
た
。

　

10
日
秋
葉
原
で
小
池
書

記
局
長
は
、
政
治
的
な
思

惑
で
安
倍
元
首
相
を
「
国

葬
」
で
特
別
扱
い
す
る
の

は
、
憲
法
14
条
「
法
の
下

の
平
等
」
に
反
す
る
と
指

摘
。
そ
も
そ
も
「
国
葬
」

憲
法
違
反
の
「
国
葬
」
や
め
よ

統
一
協
会
問
題
徹
底
解
明
を

　
　
日
本
共
産
党
が
緊
急
街
頭
宣
伝

の
法
的
根
拠
が
な
く
、
安

倍
氏
が
お
こ
な
っ
て
き
た

こ
と
は
数
々
の
悪
法
強
行

や
国
政
私
物
化
と
批
判
。

「
国
葬
」で
官
公
庁
の
弔
旗

掲
揚
や
黙
と
う
が
求
め
ら

れ
、
事
実
上
の
弔
意
の
強

制
に
つ
な
が
り
、
憲
法
19

条
「
思
想
及
び
良
心
の
自

由
」
に
反
す
る
と
の
べ
、

「
国
葬
」
中
止
、国
会
開
会

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
宮
本
衆
院
議
員
は
、

岸
田
首
相
は
統
一
協
会
と

の
関
係
を
一
切
絶
つ
と
言

い
な
が
ら
、
同
協
会
と
最

も
関
係
が
深
い
安
倍
氏
を

「
国
葬
」と
す
る
の
は
矛
盾

　

田
村
政
策
委
員
長
は
９

日
、
政
府
が
８
日
に
示
し

た
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に

む
け
た
政
策
の
考
え
方
」

に
つ
い
て
、「
第
６
波
、
第

７
波
で
起
き
た
医
療
崩
壊

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
増
え

て
い
る
子
ど
も
の
発
症
と

死
亡
に
つ
い
て
科
学
的
知

見
を
集
め
た
対
策
と
、
保

「
発
生
届
対
象
外
の
感
染

者
の
体
調
が
急
変
し
た
場

合
の
対
応
は
大
丈
夫
な
の

か
？
不
安
だ
」「
15
日
、都

の
専
門
家
会
議
が
感
染
状

態
、
医
療
提
供
体
制
の
警

戒
度
レ
ベ
ル
を
現
在
の
最

も
深
刻
か
ら
１
段
階
引
き

下
げ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。
ヤ
ク
ル
ト

の
村
上
宗
隆
選
手
が
55
本

塁
打
（
13
日
）。「
日
本
選

手
最
多
、
王
さ
ん
に
並
ん

で
歴
代
２
位
タ
イ
だ
」「
歴

代
１
位
の
バ
レ
ン
テ
ィ
ン

の
60
本
ま
で
、
あ
と
５
本

に
迫
っ
た
」「
残
り
試
合
は

少
な
い
が
新
記
録
は
可
能

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
の
施
設
に
総

務
省
立
ち
入
り
検
査
（
14

日
）。「
８
月
25
日
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
で
の
大
規
模
な

通
信
障
害
を
受
け
実
施
さ

れ
た
」「
通
信
障
害
で
は
異

し
て
い
る
、「
国
葬
」
で
は

な
く
統
一
協
会
と
の
関
係

を
徹
底
調
査
す
べ
き
と
訴

え
ま
し
た
。

孫
崎 

享
著

平
和
を
創
る
道
　
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
の「
糾
弾
」

「
制
裁
」
を
超
え
て

　
　

か
も
が
わ
出
版

　
　

￥
１
６
０
０
＋
税

　

氏
は
１
０
０
点
で
な
く

51
点
を
目
指
す
の
が
外
交

と
い
う
信
念
を
持
ち
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
の
妥

協
点
を
示
す
。
主
題
は
日

本
。
想
定
さ
れ
る
の
は
戦

車
で
な
く
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
。

で
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
は
可

能
か
？
と
問
い
、
そ
の
不

可
能
を
示
す
。
そ
し
て
敵

基
地
攻
撃
論
者
に
、
敵
国

の
ミ
サ
イ
ル
配
備
数
、
攻

撃
で
破
壊
で
き
る
数
、
敵

国
の
反
応
は
？
と
問
い
、

軍
事
的
手
段
で
安
全
は
守

れ
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ

れ
が
平
和
を
創
る
道
の
出

発
点
、
と
説
得
力
が
あ
る
。

九
条
の
原
点
、核
の
傘
、台

湾
問
題
な
ど
も
解
き
明
か

す
。　
　
　
　
　
（
N
）

健
所
の
増
設
も
含
め
た
抜

本
的
な
体
制
強
化
が
必
要

だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

出
す
る
発
生
届
の
対
象
を

政
府
の
方
針
に
沿
っ
て
、

高
齢
者
や
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
人
に
限
定
す
る
。

26
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
」

例
年
に
比
べ
寒
さ
が
厳
し

く
な
る
と
予
報
し
て
い

た
」「
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
極

早
生
ミ
カ
ン
が
並
ん
だ
」


